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本
町
は
畑
面
積
が
水
田
面

積
の
３
．
１
倍
で
、
畑
作
地

帯
と
言
え
る
。
耕
地
率
が
41
．

１
％
で
あ
り
、
東
串
良
町
に

次
い
で
大
隅
地
区
で
２
位
で

あ
る
。
山
が
少
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
雨
が
降
れ
ば
山
か

ら
き
れ
い
な
水
が
流
れ
る
が
、

畑
で
は
作
物
が
吸
収
し
な
か

っ
た
養
分
が
流
れ
る
。
川
の

汚
染
の
原
因
は
い
ろ
い
ろ
考

え
ら
れ
る
が
、
水
質
の
現
状

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

か
。基

準
値
を
超
え
る
地

点
が
あ
る

町
長

　

毎
年
、
８
月
と
２
月
に
持

留
川
・
田
原
川
・
菱
田
川
・

と
し
て
、
下
水
道
や
合
併
浄

化
槽
の
普
及
が
良
い
と
思
う

が
、
本
町
の
下
水
道
と
合
併

浄
化
槽
の
普
及
率
は
50
．
４

％
で
あ
る
。
今
後
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

年
間
、
１
０
０
基
程

度
を
目
標
に
進
め
る

町
長

　

平
成
24
年
度
末
現
在
、

下
水
道
の
接
続
戸
数
は

１
５
８
１
戸
、
接
続
率
は
92
．

１
％
で
あ
る
。
接
続
率
の
更

な
る
引
き
上
げ
が
重
要
で
あ

る
。
下
水
道
区
域
以
外
で
の

排
水
処
理
が
今
後
の
課
題
で

あ
り
、
年
間
１
０
０
基
程
度

を
目
標
に
合
併
浄
化
槽
も
推

進
し
、
今
後
も
続
け
て
い
く
。

皆
で
取
り
組
む
こ
と

は
、
で
き
な
い
か

神
﨑
議
員

　

田
原
川
の
汚
染
状
況
は
、

県
内
で
も
ワ
ー
ス
ト
に
近
い

位
置
で
あ
る
。
天
ぷ
ら
油
は

廃
油
と
し
て
溜
め
て
出
す
。

残
っ
た
油
は
吸
収
剤
に
吸

わ
せ
、
排
水
溝
に
流
さ
な
い
。

調
理
く
ず
・
残
飯
は
資
源
と

し
て
回
収
し
、
堆
肥
化
し
て

高
尾
川
・
天
神
川
の
河
川
、

12
か
所
で
水
質
検
査
を
行

っ
て
い
る
。
悪
臭
等
の
発
生

に
関
す
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化

学
的
酸
素
要
求
量
）
と
、
光

の
透
過
が
妨
げ
ら
れ
て
水
中

の
植
物
の
光
合
成
に
影
響
し
、

発
育
を
阻
害
す
る
こ
と
が
あ

る
Ｓ
Ｓ
（
浮
遊
物
質
）
、
し

尿
汚
染
の
指
標
と
し
て
使
わ

れ
る
大
腸
菌
群
数
の
３
つ
の

項
目
を
対
象
に
12
か
所
の
橋

か
ら
水
採
取
を
行
い
、
基
準

値
を
超
え
る
地
点
が
見
受
け

ら
れ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。田

原
川
で
硝
酸
性
窒

素
が
極
め
て
高
い
が

神
﨑
議
員

　

田
原
川
の
硝
酸
性
窒
素
が

高
い
と
こ
ろ
で
62
．
５
ppm
で
、

平
均
で
も
47
．
56 

ppm
で
あ
る
。

基
準
値
は
10 

ppm
以
下
で
あ
り

極
め
て
高
い
。
２
０
１
０
年

の
鹿
児
島
県
保
健
セ
ン
タ
ー

利
用
す
る
。
洗
濯
も
風
呂
の

残
り
湯
を
使
用
し
、
洗
剤
等

は
適
量
を
守
る
よ
う
に
し
、

家
庭
で
で
き
る
こ
と
、
地
域

で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で

河
川
が
き
れ
い
に
な
る
と
思

う
が
、
町
全
体
で
も
っ
と
啓

発
活
動
は
で
き
な
い
か
。
町

長
の
考
え
は
。

ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト

面
か
ら
対
策
を
行
う

町
長

　

河
川
浄
化
対
策
は
取
り
組

む
べ
き
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
合
併
浄
化
槽
の

ハ
ー
ド
面
・
啓
発
活
動
の
ソ

フ
ト
面
、
両
面
か
ら
対
策
を

行
う
。

河
川
汚
染
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
、
何

件
あ
る
か

神
﨑
議
員

　

汚
染
の
原
因
は
、
家
庭
等

の
生
活
系
、
事
業
所
・
工
場

な
ど
の
工
場
系
、
畜
産
業
に

伴
う
畜
産
系
、
水
産
養
殖
業

に
伴
う
水
産
系
、
農
業
や
林

業
の
堆
肥
化
に
伴
う
自
然

系
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

に
影
響
が
あ
る
。
河
川
汚
染

所
報
に
、
田
原
川
の
水
質
汚

濁
原
因
等
に
関
す
る
調
査
の

中
で
、
「
県
唯
一
の
Ｃ
類
型

河
川
で
あ
り
、
水
質
改
善
が

望
ま
れ
る
」
と
あ
る
が
、
対

策
か
、
動
き
を
し
た
か
。

広
報
紙
で
結
果
を
公

表
し
、
啓
発
を
図
っ

て
い
る

町
長

　

基
準
値
を
上
回
る
数
値

が
出
て
お
り
、
改
善
が
望
ま

れ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

対
策
と
し
て
原
因
箇
所
の
究

明
は
し
て
い
な
い
が
、
広
報

紙
等
で
水
質
検
査
の
結
果
を

毎
年
公
表
し
、
啓
発
を
図
っ

て
い
る
。

汚
染
対
策
は

神
﨑
議
員

　

田
原
川
は
ア
ン
モ
ニ
ア
窒

素
と
リ
ン
濃
度
が
高
い
値
で

あ
り
、
原
因
と
し
て
、
家
庭

排
水
が
考
え
ら
れ
る
。
対
策

に
関
す
る
件
で
、
相
談
・
苦

情
・
問
い
合
わ
せ
は
、
年
に

何
件
あ
る
か
。

河
川
関
係
の
苦
情
は
、

年
間
３
件
で
あ
る

町
長

　

生
活
系
に
つ
い
て
は
、
住

民
環
境
課
に
よ
る
分
別
回
収

の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
工

場
系
や
水
産
系
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
監
督
官
庁
に
お

い
て
指
導
が
な
さ
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
畜
産
系

や
自
然
系
に
つ
い
て
は
、
農

林
振
興
課
に
お
い
て
、
生
産

者
組
織
の
総
会
や
研
修
会
に

お
い
て
畜
産
廃
棄
物
の
適
正

な
処
理
を
お
願
い
し
て
い
る
。

河
川
関
係
の
相
談
・
苦
情

等
は
昨
年
度
３
件
あ
り
、
農

林
振
興
課
は
１
件
で
、
保
健

所
・
警
察
な
ど
関
係
機
関
と

連
携
し
て
処
理
に
あ
た
っ
て

い
る
。

※
Ｃ
類
型
河
川

　

生
活
環
境
の
保
全
に
係
る

水
質
環
境
基
準
の
う
ち
水
生

生
物
保
全
水
質
環
境
基
準
の

水
域
類
型

神﨑　文男 議員

基
準
値
を
上
回
る
数
値
が
出
て
改
善
が
望
ま
れ
る

河
川
の
水
質
は
大
丈
夫
か
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